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A  fo ss il tooth of th e  gia n l  extinct s hark. Carclwrod1111 ///ega/odo11, cli sco1・e r e cl fr om 

Yat s uo Group (miclclle Miocene) in Okum a, Uozu City, To yama Pref ec lure ,  Cent ral J apa n  

is  d esc rib e d. '「 hi s fossil toolh spec im e n  belongs to the ri ght a nteri o r  toolh of the upp e r  

dentiti on .  Jud gi n g  from the size of this tooth, th e  s h a rk might hav e  been about 6.5111 in 

tota l  lengt h  

ま え が き

1 9 8 1 年 6 月 6 日 ，  富 山 県 魚 津 市 大 熊 よ り 産

出 し た サ メ i曲 化 石 に つ い て の 同 定 依 粕 か ， 魚

津 市 教 育 委 員 会 よ り 高 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー

に お こ な わ れ た 。 同 セ ン タ ー の 亦 羽 は ， こ れ

を 鶴 見 大 学 の 後 藤 に 送 り ， 同 定 を 依 頼 し た 。

後 藤 は ， こ れ を Carc h a r oclon m eg a l odon の 右

上 顎 前 歯 と 同 定 し た が ， 大 型 の 他 で 保 存 が ほ

ぱ 完 全 で あ る こ と か ら ， 記 載 し て 報 告 す る 必

要 が あ る と 考 え ， こ こ に そ の 概 要 を 報 告 す る

次 第 で あ る 。

こ の 歯 化 石 は ， 1 9 7 6 年 8 月 1 31:1 の 集 中 豪 雨

で ， 魚 津 市 大 熊 角 川 橋 の 左 岸 詰 め 県 道 が 崩 壊

し た た め ， 同 年 9 月 に そ の 修 復 工 事 と し て 堰

堤 の 建 設 を お こ な っ た 際 に ， 魚 津 市 住 吉 区 の
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大 江 正 孝 氏 が 、 掘 ＇ ） 出 さ れ た 土 石 中 よ り 発 見

し た も の で あ る 。 大 江 氏 は ， 19 8 1 年 に な っ て

こ れ を 魚 ilt 市 役 所 建 設 課 の 技 師 村 崎 新 毅 氏 を

通 し ， 魚 津 市 教 育 委 貝 会 に 照 会 し た の で あ る 。

な お ， こ の 歯 化 石 は ， 椋 本 と し て 魚 i'!t 市 水 族

館 に 展 ,J; さ れ る こ と に な っ て い る 。

本 報 告 を お こ な う に あ た り ， 発 見 者 の 大 江

正 孝 氏 、 お よ び 魚 津 市 教 育 委 員 会 に は ， 標 本

の 借 用 等 に お い て た い へ ん お 世 話 に な っ た 。

ま た ， 富 山 大 学 の 藤 井 昭 二 教 授 に は ， 共 産 化

石 の 同 定 を し て い た だ い た 。 京 都 大 学 理 学 部

地 質 学 鉱 物 学 教 室 の 久 家 直 之 氏 ， 国 立 科 学 博

し 県 立 土

岐 高 校 の 西 4 刈 専 行 氏 ， お よ び 軟 骨 魚 類 化 石 談

話 会 の 諸 氏 に は ， い ろ い ろ 御 教 示 を い た だ い
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た 。 以 上 の 方 々 に ， こ こ に 厚 く お 礼 申 し あ げ

る 。

産 地 お よ び 地 質

こ の サ メ 歯 化 石 の 産 出 地 点 は ，  富  山 県 魚 津

市 角 川 上 流 で 大 熊 部 落 へ の 分 岐 点 (36 ° 44 ' 42 "

N, 137 °26 ' 3 1 " E ) で あ る （ 第 1 図 ）。 化 石 か

発 見 さ れ た 場 所 は ， 現 在 で は ， 白 倉 隧 道 か ら

大 熊 部 落 へ 通 ず る 道 の 新 大 熊 橋 を 渡 っ た ほ ぼ

正 而 の 崖 と な っ て い る 。

化 石 の 産 出 地 点 は ， 今 で は 堰 堤 の 下 に 挫 め

ら れ て お り ， 地 層 の 観 察 は 不 可 能 で あ る 。  し

か し ， 発 見 当 時 の 工 事 で 掘 り 出 さ れ た 土 石 か

今 も 残 っ て お り ， 多 数 の 貝 化 石 の 破 片 か み と

め ら れ る 。

周 囲 の 地 岡 は ， 角  ・ 野 沢 (1973 ) に よ れ ば ，

第 三 紀 中 新 世 中 期 と さ れ て い る 八 尾 層 群 福 平

凝 灰 角 礫 岩 火 山 円 礫 岩 層 に 屈 し て い る 。 付 近

の 総 頭 に は 化 石 を 産 出 す る こ と か ほ と ん ど な

〈 ， 産  出 し た 地 層 は ， 凝 灰 質 砂 岩 中 の 化 石 の

集 中 し た 部 分 で あ っ た と 考 え ら れ る 。

掘 り 出 さ れ た 土 石 に 残 っ て い る 化 石 の 破 片

よ り 同 定 さ れ た 共 産 化 石 は ， 以 下 の と お り で

あ る 。

C hl amy s  (Swiflp ec l e n )  s wiftii ,  C. sp p. ,  

B a lanu s  g e n. e t  s p .  ind e t. ,  Bryozoa g e n .  e t  sp. 

ind e t ., Bra c hi opod a  ge n. et sp. indet.. 

こ れ ら の 共 産 化 石 は ， 岩 1礁 性 の も の か 多 く ，

当 時 の 堆 梢 環 境 の 推 定 に 有 効 な も の で あ る と

考 え ら れ る 。

図 I 化 石 の 産 出 地 点 (X 印 ） 。 国 土 地 理 院 発 行 5 万 分 の 1 地 形 図 「 魚 津 」 を 使 用 し た
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魚 i 同 j 産 鮫 飩 i化 石

歯 化 石 の 形 態

軟 骨 魚 綱 C lass C h o nd r ic h t h yes 

板 鰊 亜 綱 S u b cl ass E las m ob r a n c hi i  

サ メ 目 Or d e r  Ga le iform es 

ネ ズ ミ ザ メ 科 Fam ily  Lam ni dae 

ホ ホ ジ ロ ザ メ 属 Ge nu s  Carc h arodon 

Ca r c h arodon m eg alodo n  AcJ1 ss 1z の 右 上 顎

前 歯 （ 第 2 図 ， 図 版 I )

歯 は 大 き く ， 唇 舌 的 に 扁 平 で ， 辱 側 面 も 舌

側 面 も 正 三 角 形 に 近 い 。

歯 冠 は ， 近 ・ 遠 心 側 の 鋭 い 刃 状 の 切 緑 に よ

リ ， 唇 側 面 と 舌 側 面 に わ け ら れ る 。 歯 冠 は 全

体 と し て ひ と つ の 大 き な 尖 頭 を 形 成 し て お り ，

そ の 先 端 は 鋭 い 尖 頭 尖 と な っ て い る 。 唇 側 面

は ほ と ん ど 平 面 で あ る か ， 中 央 よ り 尖 頭 側 の

部 分 が や や 膨 隆 す る 。 舌 側 面 は 凸 而 を 示 し て

い る 。 近 心 ・ 遠 心 の 切 縁 は ほ と ん ど 同 長 で ，

尖 頭 尖 か ら 両 端 ま で 鋸 歯 が よ く 発 達 し て い る 。

鋸 歯 の 数 は ， 近 心 縁 1 24, 遠 心 緑 1 25 で は と ん

ど 同 数 で あ る 。 切 縁 は ， 両 側 と も 尖 頭 側 で は

や や 凸 状 で あ る か ， 歯 冠 中 央 部 で や や 凹 状 と

な り ， 直 線 的 に 歯 頸 に む か う が ，  歯 頸 近 〈 で

舌 側 お よ び 唇 側 方 向 に 湾 曲 し ， 著 し い 蛇 行 を

し め す 。 舌 側 ・ 唇 側 へ の 湾 曲 の 組 み 合 せ は 3

組 あ り ， 湾 曲 の 程 度 は 尖 頭 側 の も の が 最 も 大

き く ， 近 ・ 遠 心 端 の も の は き わ め て わ ず か で

あ る 。 歯 冠 の 表 層 を 構 成 す る エ ナ メ ル 質 は 青

灰 色 を し め し ， 厚 さ は 約 0. 2 mm で あ る 。 両 面

の エ ナ メ ル 質 に は ， 垂 直 方 向 の わ れ 目 か 歯 頸

部 ま で 達 し て い る 。

歯 冠 と 歯 根 と の 間 に は ， 歯 頸 帯 が 存 在 し ，

唇 側 面 で は 幅 約 6 mm, 舌 側 面 で は 中 央 部 で 原

い 三 日 月 形 を し め し ， 最 大 幅 1 7 mm 。 こ の 部 分

の エ ナ メ ル 質 は 薄 く ， 暗 褐 色 に 着 色 し て い る 。

歯 頸 帯 は ， 近 ・ 遠 心 側 に 向 か う と と も に 薄 く

な り ， 近 ・ 遠 心 端 で は 存 在 し な い 。

歯 根 は 大 き く ， 近 ・ 遠 心 両 方 向 に 伸 長 し ，

近 心 根 と 遠 心 根 に 2 分 さ れ る 。 遠 心 根 の 先 端

＼  ，  
2cm 

一
図 2 魚 津 市 大 熊 産 Carcharodo11 megalodo11 

の 右 上 顎 前 歯 。 舌 側 面 の 模 式 図

部 か 欠 如 す る 。 唇 側 面 は ほ ぼ 平 面 で あ る が ，

舌 側 面 は や や 突 出 す る 。 歯 根 は ， 緑 色 を お び

た 青 灰 色 で ， 断 面 を 観 察 す る と 硬 い 緻 密 な 構

造 を し め し ， 多 数 の 髄 腔 を 含 ん で い る 。

計 側 値 ： 歯 の 高 さ 11 2.4 mm, 歯 冠 の 幅 89 .7

叩 1, 唇 側 面 で の 歯 冠 の 漑 さ 59. 0 mm , 同 ・ 歯 顆

帯 を 含 む 高 さ 65. 3m m ,  舌 側 面 で の 歯 冠 の 高 さ

44.5 mm 、  同  ・ 歯 頸 帯 を 含 む 高 さ 65.4mm, 歯 冠

の 厚 さ 1 6 .9 mm, 歯 根 の 厚 さ 25 . 5mm, 尖 頭 尖 一

歯 冠 近 心 端 の 距 離 96. 8mm, 尖 頭 尖 一 歯 冠 遠 心

端 の 距 離 95.8mm 。

な お ， R A ND/ILL (1973) に よ る 現 生 ホ ホ ジ ロ

ザ メ Carcharodon ca r c harias の 歯 の 高 さ と 全

長 と の 関 係 の グ ラ フ を も と に ， こ の 歯 化 石 を

も つ C. megalodon の 全 長 を 計 算 す る と ， こ の

サ メ は 全 長 6.5 m に 達 す る 巨 大 な サ メ で あ っ

た と 推 定 さ れ る 。

あ と が き

化 石 巨 大 鮫 Carcharodon mega lodon は ，  中

新 世 ～ 鮮 新 世 に 世 界 中 の 海 洋 に 生 息 し た サ メ
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( K EYES, 1 97 1 ) で ， わ か 国 か ら も 多 数 の 歯 化

石 が 報 告 さ れ て I., ヽる （ 後 藤 ， 1972, 1 981; 上 野

ら， 1 974; H ATA I  et al .,  1 974; 糸 魚 川 ・ 西 本 ，

1974 ;  久 家 ・ 中 田 ， 1 980 な ど ）。

こ こ に 報 告 し た 歯 化 石 は ， か な り 大 型 の も

の で ， 保 存 も ほ ほ 完 全 で あ る こ と か ら ， 詳 し

い 形 態 の 記 I& を お こ な っ た 。 と 〈 に ， 近 ・ 辿

心 緑 の 歯 勁 に 近 い 部 分 に み ら れ る 著 し い 沿 1111

は ， き わ め て 特 徴 的 な も の で あ る が ， 久 家 ・

中 田 ( 1 980 ) に よ る 北 洵 道 瀬 棚 郡 今 金 町 美 利

河 鉱 山 産 の 標 本 の 遠 心 緑 や ， 瑞 浪 市 化 石 1導 物

館 所 蔵 の 岐 阜 県 瑞 浪 層 群 産 の 標 本 に も 観 察 さ

れ る 特 徴 で あ っ た 。  こ の  よ  う な 切 緑 の 歯 頻 端

に み ら れ る 沿 11 ¥:i か ， 同 じ 部 位 に 出 現 す る 副 咬

頭 の 存 在 と と も に ， 本 種 の 山 の 一 般 的 特 徴 で

あ る の か ， 個 体 変 異 で あ る の か を 検 討 す る こ

と は ， 今 後 の 重 要 な 課 題 と な る で あ ろ う 。

箪 者 は ， こ の よ う な 歯 化 石 を 個 々 に 詳 細 に

記 載 し ， 形 態 を 観 察 す る と 同 時 に ， 糸 魚 川 ら

( 197 5 ) や 上 野 ・ 松 島 (1 979 ) の よ う に ホ ホ ジ

ロ ザ メ Carcharodon carc h arias の 現 生 や 化 石

の 歯 に つ い て 形 態 学 的 に 研 究 し ， 比 較 検 討 す

る こ と に よ っ て ， 化 石 巨 大 鮫 C. m eg aiodon 

の 仙 列 全 体 の 復 元 か 可 能 に な る の で は な い か ，

と 考 え て い る 。
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p.11 - 3 0 ,  pl.l - 8. 

図 版 ］ 魚 津 市 大 熊 産 Carcharoc/011 megalodon 

の 右 上 顎 前 歯 。 a :唇 側 面 ， b :  舌 側 面 ，

c :  近 心 側
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